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令和２年群馬県農畜産物等の輸出金額について

群馬県農畜産物等輸出推進機構にて、県内農畜産物及び食品の令和２年輸出金額を調査した結果、前年をや
や下回る１１億１千万円となりました。
「牛肉」や「青果物」が前年を大きく下回る一方、海外で人気の高まっている「こんにゃく製品」や「酒類」は順調に
増加しました。

◇輸出状況

区 分
Ｒ元年輸出額
（千円）

Ｒ２年輸出額
（千円）

前年比 主な輸出先

畜産物
（牛肉・鶏肉・豚肉）

７８３，９４９ ６４３，３７７ 82.1% ＥＵ、香港、米国、東南アジア

農産加工品
（こんにゃく製品・加工品）

３５１，０４２ ４０５，９４１ 115.6% 東南アジア、ＥＵ、米国、香港

青果物 １１６，１７２ ２３，２３２ 20.0% 東南アジア、香港、中東

酒類 １２，０８０ ２９，１３９ 241.2% 米国、東南アジア、台湾、香港

その他 ３，２５５ ８，６９４ 267.1% 香港、米国

合計 １，２６６，４９８ １，１１０，３８３ 87.7%

１ 令和２年の特徴
（１）「畜産物」のうち牛肉は、新型コロナウイルスの影響でレストラン需要が低下したＥＵや香港への

輸出が減少しました。一方、米国や東南アジア向けは在宅需要等に対応できたため、輸出額も増加し
ましたが、牛肉全体では前年を２０％程度下回りました。
また、今回初めて鶏肉や豚肉の輸出も確認されました。

（２）「農産加工品」のうち、県の特産であるこんにゃく製品が約８０％以上を占めています。こんにゃ
く製品は、近年、健康食品として海外での認知度が向上してきており、輸出量も増加しています。

（３）「青果物」は新たに輸出に取り組む生産者が増加したものの、これまで県産青果物の輸出を牽引し
てきた大手業者が輸出部門を縮小したため、輸出額は大きく減少しました。

２ 令和３年度の主な取組
国の「輸出拡大実行戦略」に基づいて選定された輸出
産地（牛肉、鶏卵、りんご、いちご、キャベツ、やまと
いも、トマト）を中心に、以下に取り組みます。

（１）畜産物については、畜産コンソーシアムの設立・運
営やプロモーション活動を支援します。

（２）青果物については、実効性のある輸出事業計画の策
定や、計画に基づき各産地が取り組む現地ＰＲ販売
（東南アジア）等を支援します。

（３）令和２年度より新規市場として販路開拓に取り組ん
でいる中東地域において、県産農畜産物等の知名度向
上を目指し、バイヤー招へいや現地ＰＲ販売を実施し
ます。

（調査対象期間：令和２年１月～令和２年１２月）

輸出金額内訳（輸出先別）

ＥＵ
３０１，７０８千円
２７．２％

香港
１８５，０９２千円
１６．７％東南アジア

１８２，８５６千円
１６．５％

北米
１３１，１０８千円
１１．８％

その他
３０９，６１９千円
２７．８％


